
プロジェクトの概要

新潟県はコメ産出額/輸出額共に全国１位の“コメどこ
ろ”として広く知られているが、コメの価格下落や農業従事
者の高齢化・後継者不足により農家の経営が非常に厳
しい。県内の人口減少も加速しており、“コメどころ”新潟
の衰退・消滅の危機が訪れている。
農家を始めとする地域のステークホルダーとの議論を重

ねた結果、農家が安定的にコメ作りを続けていける環境、
また生産されたコメを活用して製造業が付加価値の高い

製品を生み出すことが重要であるとの結論に至った。地域

全体が「田んぼ」とのつながりを意識し、具体的事業を強
化、新たに生み出すために一丸となって、地域の宝である

「田んぼ」を守り続けるための研究開発を推進する。
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